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【発表のポイント】 

⚫ 東北大学と海洋研究開発機構が共同で提案した「変動海洋エコシステム

高等研究機構」が文部科学省の令和５年度世界トップレベル研究拠点プ

ログラム（WPI）に採択されました。 

⚫ 未だ謎に包まれる地球温暖化などの環境変化に対する海洋生態系の応

答・適応メカニズムを解明し、海洋生態系の変動予測の実現を目指しま

す。 
 

【概要】 

東北大学及び海洋研究開発機構（以下、「JAMSTEC」）が共同で提案した

「変動海洋エコシステム高等研究機構（WPI-Advanced Institute for Marine 

Ecosystem Change：以下、「WPI-AIMEC」）」が、文部科学省の令和５年度世

界トップレベル研究拠点プログラム（WPI）の新規採択拠点として採択されま

した。 

WPI プログラムは、卓越したリーダーのもと、世界から第一線の研究者が集

まる「目に見える研究拠点」を形成する事業です。東北大学にとっては、2007

年度に採択された WPI-AIMR（現・WPI アカデミー材料科学高等研究所）に次

ぐ２拠点目の採択となります。複数のホスト機関が共同して WPI 拠点を形成す

るアライアンス型提案の採択は、WPI プログラムが創設されて以降、初めての

事例です。 

WPI-AIMECでは、ホスト機関である東北大学の基礎学術や高等教育機能と、

JAMSTEC の海洋調査や計算機プラットフォームの機能を活かし、一体的な拠
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点運営を行います。具体的には、北西太平洋を重点海域と定め、海洋物理観測

と環境 DNA 分析等から得られるビックデータの統合解析を進め、地球システ

ム変動（注１）にともなう海洋環境のダイナミックな変化に対する生態系の応答・

適応メカニズムの解明に挑みます。それらのデータ・知見に基づき、北西太平

洋から全球に適用可能な海洋生態系変動モデルを構築し、人間社会に役立つ予

測の実現を目指します。それにより、海洋及び生態系の再生と回復に向けた

「惑星スチュワードシップ」（注２）に貢献します。さらに、サテライト機関とし

てハワイ大学と連携し、国際的な高等教育プログラムによる世界で活躍する人

材の育成を促進します。 

 

【詳細な説明】 

背景 

地球表面の約７割を占める海洋には、微生物から大型の哺乳類に至るまで、

多種多様な生物が生息しています。それらの生物から構成される「海洋生態系」

は、地球上の全ての基礎生産（注３）の約半分を担い、全動物量の約８割を養うな

ど、地球環境と人間社会の持続可能性にとって極めて重要な役割を果たしてい

ます。 

近年、地球温暖化の影響により、海水の温度や pH、溶存 CO2 濃度などの物

理化学的な因子が過去に例を見ない速度で変化しています。今後、それらの海

洋環境の変化は、海洋における物質循環の効率低下や、それに付随する生物多

様性の損失など、地球環境や人間社会に深刻な影響を与えることが予想されて

います。 

とりわけ、我が国が位置する北西太平洋海域は、世界有数の暖流である黒潮

によって熱や物質が北上すると共に、寒流である親潮が南下することで、その

流路や混合域に海洋渦が発達するダイナミックな海洋環境場であり、世界にお

いても科学的知見が最も集約している代表的な海域となっています。さらに、

北西太平洋海域は世界有数の生物多様性を育み、人間社会にとって重要な「生

態系サービス」の恩恵をもたらす海域でもあります。 

 

研究計画 

 「変動海洋エコシステム高等研究機構（WPI-AIMEC）」では、我が国周辺の

海域を含む北西太平洋を研究の重点海域として定め、海洋物理学、生態学、数

理・データ科学を融合したアプローチにより、気候―海洋―生態系の相互作用

の解明、 海洋生態系の環境応答・適応メカニズムの解明、海洋生態系の変動予



測に挑みます。 

具体的には、海洋生態系が広範囲で急激に構造転換する「レジームシフト」

と呼ばれる現象に着目しつつ、生物地球化学的データを含む広範囲の地球物理

観測、環境 DNA 分析、室内実験等を行い、海洋生態系の維持に重要な連動

性・安定性・適応性の理解を深化させます。さらに、AI や機械学習をフル活用

し、海洋物理―生態系ビッグデータの統合解析を進め、全球に適用可能な海洋

生態系変動モデルを構築します。それにより、新しい学術領域として「海洋・

生態系変動システマティクス」の創成を目指します。 

 

組織体制 

本拠点では、ホスト機関である東北大学の基礎学術や高等教育機能と、

JAMSTEC の海洋調査や計算機プラットフォームの機能を強固に連携させたイ

ンターラボラトリーシステムを構築します。その一体的な活動により、未だ謎

の多い海洋生態系の環境応答・適応メカニズムの解明・予測に資する最先端の

分野融合研究と国際的な高等教育を推進します。世界トップクラスの研究者や

優秀な若手研究者約 100 名を糾合し、両ホスト機関と強固な連携関係にあるハ

ワイ大学の環境観測機能をリンクさせることで、北西太平洋を重点海域とする

分野融合研究と国際的な頭脳循環・高等教育を効果的に促進します。 

拠点長に就任予定の東北大学・須賀利雄教授は、ユネスコ政府間海洋学委員

会（IOC）が進める全球海洋観測システム（GOOS）の運営委員会の中心メン

バーを務める等、海洋物理学分野を世界的に牽引している卓越した研究者です。

須賀教授が IOC や世界気象機関（WMO）とともに推進してきた、全球規模の

海洋観測網「アルゴ（Argo）」は、従来の地球物理観測に加えて、生物地球化

学的観測にも拡張されつつあり、環境 DNA の観測網の拡大と共に、本拠点の

ミッションの中核を担います。 

 

今後の展開 

本拠点では、世界で活躍する次代のグローバル人材を育成しつつ、本拠点の

活動により創出される科学知を国内外のステークホルダーと共有し、基礎科学

の立場から海洋及び生態系の再生と回復に向けた「惑星スチュワードシップ」

に貢献していきます。 

 

【用語説明】 

注1. 地球システム変動：地球の大気や海洋、生態系などの要素が複雑かつ相互

に影響し合い変化する様。 



注2. 惑星スチュワードシップ：地球の持続可能な管理と保護のための責任ある

行動規範・原則。 

注3. 基礎生産：光合成や化学合成によって、炭素を含む無機物（主に二酸化炭

素）から有機物が生産されること。海洋においては、主に海洋表層に生息

する植物プランクトンが光合成による基礎生産を担い、生態系の一次生産

者として重要な役割を果たしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

（研究に関すること） 

東北大学大学院理学研究科 

教授 須賀 利雄 

TEL: 022-795-6527 

Email: suga@tohoku.ac.jp 

 

（報道に関すること） 

東北大学研究推進部研究推進課

研究推進係 

TEL: 022-217-5014 

Email:kenkyo-

kikaku@grp.tohoku.ac.jp 

 

海洋研究開発機構 

海洋科学技術戦略部報道室 

TEL：045-778-5690 

E-mail：press@jamstec.go.jp 



目標

特徴

連携

東北大学・海洋研究開発機構 Advanced Institute for Marine Ecosystem Change (AIMEC) 変動海洋エコシステム高等研究機構

研究内容

エイメック

拠点長
須賀 利雄

ミッション：地球システム変動に対する海洋生態系の応答・適応メカニズムの解明と予測

海洋物理学、生態学、数理・データ科学を融合したアプローチにより、海洋環境の変化に対する生態系の応答・適
応メカニズムを解明する。さらに、北西太平洋から全球規模に適用可能な海洋生態系変動予測を実現し、新しい学
術領域「海洋・生態系変動システマティクス（OECS）」を確立する。

近年の地球温暖化により、地球表面の約7割を占める海洋の環境が急激
に変化している。本拠点では、海洋に存在する生態系に焦点をあて、

⚫ 学際的なアプローチにより、海洋生態系の維持に重要な連動性・安
定性・適応性の理解を深化させ、人間社会に役立つ海洋生態系の変
動予測の実現を目指す。

⚫ それにより、新しい学術領域「海洋・生態系変動システマティクス
（OECS）」を創成し、海洋及び生態系の再生と回復に向けた「惑星
スチュワードシップ」に貢献する。

アライアンス型のWPI拠点として、東北⼤学の基礎学術や⾼等教育機能と、
海洋研究開発機構（JAMSTEC）の海洋調査や計算機プラットフォームの
機能を強固に連携させ、海洋生態系の応答・適応メカニズムの解明・予測
に資する最先端の分野融合研究と世界で活躍する人材の育成を促進する。

我が国が位置する北西太平洋を重点海域に定め、

1. 気候ー海洋ー生態系の相互作用の解明
2. 海洋生態系の環境応答・適応メカニズム

の解明
3. 海洋生態系の変動予測

に係る分野融合・学際研究を展開する。

◼ グローバルな連携・パートナーシップに
より国際的な頭脳循環と⾼等教育を促進

※ 地球システム変動：地球の⼤気や海洋、生態系などの要素が複雑かつ相互に影響し合い変化する様

※ 惑星スチュワードシップ：地球の持続可能な管理と保護のための責任ある行動規範・原則

インターラボラトリー
システム（ILS)

⚫ 海洋生態系が広範囲で急激に構造転換する「レジームシフト」に着
目しつつ、地球物理観測、環境DNA分析、室内実験等を実施する。

⚫ AIや機械学習をフル活用し、海洋物理ー生態系ビッグデータの統合
解析を進め、全球に適用可能な海洋生態系変動モデルを構築する。

東北大学 JAMSTEC

ハワイ大学

WPI-AIMEC

◼ 国内外のステークホ
ルダーと科学知を共
創し、惑星スチュ
ワードシップに貢献
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